
8月
平成13年（2001年）

No.  552

今月の主な内容

できごと ……………………………………２・３

生涯学習コーナー …………………………４・５

年金広報・他 ……………………………………６

おしらせ …………………………………………７

いたずらわんぱく・フレッシュヤング・他 …８



3

千
明
實
　
二
号
表
彰
受
賞

七
月
十
四
日
（
土
）
前
橋
テ
ル
サ

で
開
催
さ
れ
た
、
群
馬
県
文
化
協
会

連
合
会
設
立
二
十
周
年
記
念
式
典
に

お
い
て
、
千
明
實
さ
ん
（
片
品
村
文

化
協
会
顧
問
）
が
、
二
号
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
永
年
役
員
と
し
て

地
域
文
化
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た

ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
会

七
月
九
日(

月)

沼
田
自
動
車
教
習

所
に
お
い
て
夏
の
県
民
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
、
ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ

バ
ー
安
全
運
転
競
技
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
利
根
沼
田
地
区
か
ら
男
女

各
二
十
名
が
参
加
し
、
教
習
所
コ
ー

ス
を
実
際
に
走
行
し
て
、
適
正
な
運

転
操
作
と
運
転
中
に
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

体
験
談
の
発
表
を
行
い
総
合
的
な
判

断
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
身
体
障
害
者
相
談
員
に

越
本
の
笠
原
貫
作
さ
ん
、
知
的
障
害

者
相
談
員
に
同
じ
く
越
本
の
坂
西
恒

喜
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
を
も
っ
て
い
る
方
、
そ
の
家

族
の
方
な
ど
、
生
活
の
中
で
何
か
疑

問
に
思
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員

笠
原
　
貫
作
（
越
本
）

1
（
58
）
２
７
０
４
　

知
的
障
害
者
相
談
員

坂
西
　
恒
喜
（
越
本
）

1
（
58
）
２
３
５
９

片
品
チ
ー
ム
は
、
男
女
共
、
準
優

勝
、
三
位
を
独
占
し
総
合
的
に
優
秀

な
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
交
通
安
全
を

心
が
け
、
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま

せ
ん
よ
う
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。

者
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
千
明
さ
ん
は
、

片
品
村
文
化
協
会
副
会
長
と
し
て
十

五
年
以
上
に
わ
た
り
、
片
品
村
の
文

化
活
動
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

東
京
電
力(

株)

沼
田
営
業
所
か
ら

平
成
十
三
年
度
新
・
電
活
生
活
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
防
犯
灯
五

基
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
村
内
に

設
置
し
、
防
犯
及
び
生
活
の
利
便
に

役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
ん

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
で

花
壇
・
看
板
を
整
備

こ
の
た
び
、
平
成
十
三
年
度
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受

け
、
丸
沼
ペ
ン
シ
ョ
ン
地
区
に
案
内

看
板
及
び
花
壇
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、(

財)

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
行
っ
て
い
る
事
業
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し
、
そ
の

健
全
な
発
展
を
図
る
と
も
に
、
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
を
行
う
た
め

に
、
自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部

が
助
成
さ
せ
る
も
の
で
す
。

東京電力から

防犯灯を

いただきました
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六
月
二
十
六
日
（
火
）
鎌
田
郵
便

局
と
の
共
催
で
、
か
ん
ぽ
健
康
増

進
・
村
老
連
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
八
十
九
チ
ー
ム
、

二
百
六
十
七
名
の
今
ま
で
に
な
く
、

大
勢
の
お
年
寄
り
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
、
心
配
さ
れ
て
い
た
天
気

も
良
好
で
、
各
ホ
ー
ル
で
笑
い
声
が

聞
こ
え
る
和
や
か
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

団
体
の
部

優
勝

東
小
川
老
人
ク
ラ
ブ
下
小
川

138
打

星
野
　
安
枝
　
狩
野
　
　
勇

星
野
き
よ
志

七
月
一
日
（
日
）
片
品
中
学
校
に

お
い
て
第
二
十
三
回
片
品
村
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
村
内
各
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
か
ら
八
チ
ー
ム
約
百
二
十
名

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

い
ず
れ
の
グ
ラ
ン
ド
も
フ
ァ
イ
ト

あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
や
応
援
の
方
々
の
歓
声

が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

大
会
は
、
片
小
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
、

昨
年
に
続
き
今
年
も
優
勝
し
ま
し

た
。な

お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

片
小
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝

北
地
区
Ａ

第
三
位

北
地
区
Ｂ

第
三
位

片
小
ク
ロ
カ
ン

二
部
大
会

優
　
勝

花
咲
Ａ

準
優
勝

武
尊
根
小

七
月
七
日
（
土
）、
片
品
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
平
成
十
三
年

度
少
年
の
主
張
片
品
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
片
品
中
学
校
各
ク
ラ
ス
の
代

表
二
名
、
合
計
十
六
名
の
生
徒
が
熱

弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

発
表
者
は
日
ご
ろ
の
生
活
で
感
じ

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て
い
る
こ
と

を
中
学
生
ら
し
い
態
度
で
発
表
し
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
少
年
に
対
す

る
村
民
の
理
解
や
認
識
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
秀
賞

「
飼
い
主
た
ち
へ
」

宮
田
　
裕
子
（
三
年
）

「
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
こ
と
」

鎌
田
か
す
み
（
三
年
）

「
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
」

吉
野
　
達
彦
（
三
年
）

入
　
賞

「
私
を
変
え
た
本
」

金
子
あ
さ
み
（
一
年
）

「
人
に
あ
う
こ
と
」

佐
藤
　
　
紫
（
三
年
）

「
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と
、

が
ん
ば
る
こ
と
」

萩
原
　
　
南
（
二
年
）

「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

佐
藤
　
弘
太
（
一
年
）

努
力
賞

「
部
　
　
活
」笠

原
布
美
江
（
二
年
）

「
少
し
で
も
」宮

田
　
舞
子
（
一
年
）

「
親
子
の
愛
」風

穴
　
　
拓
（
二
年
）

「
こ
う
か
い
」星

野
　
陽
亮
（
一
年
）

「
あ
の
と
き
努
力
を
し
て
い
れ
ば
」

宮
田
　
恵
章
（
一
年
）

「
命
に
つ
い
て
」

梅
澤
佳
寿
巳
（
一
年
）

「
文
　
　
句
」星

野
　
勝
也
（
二
年
）

「
大
　
　
人
」池

田
　
旭
宏
（
三
年
）

「
克
　
　
服
」星

野
　
雄
大
（
三
年
）

な
お
、
優
秀
賞
の
鎌
田
か
す
み
さ

ん
（
三
年
）
は
八
月
三
十
一
日
（
金
）

に
利
根
沼
田
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ

る
利
根
沼
田
地
区
大
会
に
片
品
代
表

と
し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。

二
位

土
出
老
人
ク
ラ
ブ
新
井
第
二

140
打

梅
澤
　
照
二
　
萩
原
ま
つ
子

梅
澤
久
万
次

三
位

土
出
老
人
ク
ラ
ブ
新
井
第
三
　

141
打

梅
澤
　
辰
雄
　
鏑
木
　
久
保

梅
澤
ス
ギ
子

個
人
の
部

優
勝

梅
澤
久
万
次
　
39
打

二
位
　
狩
野
　
　
勇
　
40
打

三
位
　
角
田
　
安
井
　
42
打

か
ん
ぽ
健
康
増
進
・
村
老
連
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」「 少 年 の 主 張 」

片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会片 品 大 会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
少
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会



花
咲
地
区
の
人
た
ち
は
、
今
年
度
、

自
主
的
に
「
学
習
支
援
隊
」
を
作
り
、

子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
ん
だ
り
調
べ
た
り
す
る
た
め
の
、

学
習
の
手
伝
い
を
は
じ
め
て
く
れ
ま

し
た
。
学
校
を
中
心
に
、
家
庭
、
地

域
が
協
力
し
て
、
心
豊
か
に
た
く
ま

し
く
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
、
地
区

の
み
ん
な
で
育
て
て
い
こ
う
と
す
る

取
組
み
で
す
。

四
月
か
ら
「
総
合
的
な
学
習
」
の

時
間
を
中
心
に
、
地
域
の
方
に
、
花

豆
や
ダ
イ
コ
ン
の
種
の
蒔
き
方
や
蚕

の
育
て
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

「
花
咲
石
」
や
「
熊
撃
ち
」
の
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
二
学
期

に
は
、
収
穫
し
た
作
物
の
料
理
の
仕

方
や
地
区
の
昔
話
を
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
運
動
会
で
披
露
す
る
八
木
節

を
、
地
区
の
婦
人
会
の
方
に
教
え
て

も
ら
っ
た
り
す
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
方
の
話

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
教
え
に
来
て

く
れ
た
方
も
一
生
懸
命
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
家
庭
や

地
域
の
方
の
協
力
で
、
学
校
だ
け
で

は
決
し
て
で
き
な
い
楽
し
く
実
り
あ

る
学
習
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
三
年
七
月
俳
句
会

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

夏
帽
を
と
り
高
原
に
髪
放
つ

山
鳩
の
地
を
這
ふ
声
や
夏
き
ざ
す

色
冴
え
て
牧
の
つ
つ
じ
の
花
明
か
り

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

長
靴
も
干
さ
れ
て
あ
り
ぬ
梅
雨
晴
れ

間笹
百
合
の
手
桶
に
満
し
山
の
宿

待
つ
人
の
ま
だ
来
ぬ
忙
し
団
扇
か
な

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

花
菖
蒲
水
の
光
に
影
を
置
き

雲
の
峰
青
き
海
原
鵜
呑
み
せ
り

朝
顔
の
露
を
含
み
て
し
ぼ
み
け
り

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

雨
つ
ぶ
を
紫
に
染
め
花
菖
蒲

蛍
ぶ
く
ろ
中
に
小
虻
を
ひ
そ
ま
せ
て

長
病
み
の
う
つ
ろ
な
慰
め
栗
の
花

摺
渕
　
　
　
千
明
　
稔
子

夕
焼
け
を
色
こ
く
染
め
り
う
ら
赤
城

西
日
濃
く
吾
が
家
は
東
に
か
た
む
き

てや
わ
ら
か
き
山
風
に
の
り
夏
来
る

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

卯
の
花
の
白
さ
目
に
沁
む
訃
報
か
な

半
月
の
夜
を
も
の
哀
し
と
ら
つ
ぐ
み

棲
み
つ
き
し
背
戸
の
蛙
の
鳴
上
手

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

渡
ら
ね
ば
行
け
ぬ
中
洲
に
ぐ
み
赤
き

経
を
書
く
手
に
十
薬
の
匂
ひ
か
な

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

梅
雨
寒
や
鐘
音
に
ぶ
く
迦
葉
山

信
濃
路
の
空
真
青
に
あ
ん
ず
　
ぐ

立
葵
昔
を
し
の
ぶ
水
車
あ
と

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

山
百
合
の
折
目
正
し
き
ひ
だ
を
解
く

マ
イ
カ
ー
の
懐
メ
ロ
流
れ
草
を
引
く

村
役
場
片
蔭
に
き
し
移
動
図
書

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

郭
公
を
遠
く
に
聞
い
て
鳥
談
議

梅
熟
れ
て
紅
ほ
ん
の
り
と
香
り
立
つ

蟻
の
道
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
雨
も
よ
う

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

学
童
の
列
を
崩
し
て
青
時
雨

不
器
用
な
我
に
勝
ら
む
落
し
文

送
ら
れ
し
孫
の
ビ
デ
オ
に
梅
雨
更
け

て

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

梅
雨
あ
け
て
ア
ジ
サ
イ
の
花
あ
ざ
や

か
に

風
鈴
の
音
も
涼
し
く
夜
は
更
け
て

さ
ん
ぽ
道
小
鳥
さ
え
ず
り
こ
こ
か
し

こ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

石
鹸
の
匂
う
物
干
初
夏
の
庭

螢
火
や
命
燃
し
て
畦
を
舞
う

農
薬
を
逃
れ
て
生
き
る
蝌
蚪
泳
ぐ

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

句
座
ち
ょ
っ
と
淋
し
く
行
事
多
き
夏

歯
に
溶
け
る
季
節
の
香
り
初
き
ゅ
う

り白
き
波
風
引
き
起
す
青
田
原

生涯学習コーナー
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Part.９
SUMMER FESTIVAL

夏　祭　り

festival まつり

paper lantern ちょうちん

goldfish きんぎょ

fireworks はなび

snow cone かきごおり

Japanese drum たいこ

cotton candy わたがし

wooden shoes げた

summer kimono ゆかた

portable shrine みこし

Let's practice!

a.What is たいこ in English?     b.Japanese drum.

a.What is ゆかた in English?     b.Summer kimono.

a.What is in English?     b.

「
学
習
支
援
隊
」



丸
沼
高
原
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ

を
利
用
し
て
、
白
根
山
の
山
頂
往
復

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

頂
上
は
、
や
や
ガ
ス
が
か
か
り
見
通

し
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

涼
し
い
中
で
昼
食
を
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

北
関
東
以
北
で
標
高
が
一
番
高
い

こ
の
山
の
頂
上
を
き
わ
め
、
参
加
者

は
満
足
し
た
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
来
年
は
、
武
尊
に
登
る
の
も
い

い
ね
。」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

片
小
生
徒
指
導
委
員
会
は
、
一
学

期
末
の
児
童
意
識
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
挨
拶
や
返
事
が

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
児
童
は
、
低

学
年
99
％
、
中
学
年
83
％
、
高
学
年

69
％
で
あ
り
、
四
月
の
調
査
よ
り
全

学
年
で
上
回
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
指

導
主
任
の
阿
部
教
諭
は
、「
今
年
度

か
ら
始
め
た
第
一
・
第
三
土
曜
日
の

登
校
時
に
、
低
中
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の

玄
関
で
教
職
員
が
児
童
を
迎
え
て
い

る
こ
と
が
効
果
を
生
ん
で
い
る
。」

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
教
諭
は
、「
活
気
が
あ

っ
て
い
い
で
す
が
、
考
え
な
き
ゃ
な

ら
な
い
問
題
も
あ
る
ん
で
す
。」
と

加
え
て
い
る
。

前
出
の
生
徒
指
導
委
員
会
で
は
、

他
人
を
呼
び
捨
て
に
す
る
、
靴
や
サ

ン
ダ
ル
等
が
揃
え
ら
れ
な
い
、
集
会

時
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
、
と

い
っ
た
問
題
に
触
れ
、
今
後
更
に
指

導
を
し
て
い
く
と
共
に
、「
マ
ナ
ー

指
導
は
家
庭
で
の
指
導
が
不
可
欠
」

と
し
て
、
家
庭
や
地
域
へ
の
協
力
も

呼
び
か
け
て
い
く
。

片
小
で
は
、
七
月
七
日
（
土
）
親
子

三
代
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
室
内
プ
ー
ル
が
完

成
し
た
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

参
加
し
た
児
童
と
そ
の
親
、
祖
父

ら
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
横
坂
エ
ツ
子
さ
ん
（
鎌
田
）

の
指
導
の
も
と
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
水

に
慣
れ
た
り
、
泳
法
を
学
ん
だ
り
し

ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
補
助
具
を
使
っ
た

り
、
バ
デ
ィ
（
二
人
組
）
に
な
り
練

習
し
た
り
し
た
の
で
、
無
理
な
く
楽

し
く
水
泳
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

次
年
度
は
、
更
に
工
夫
改
善
を
加

え
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
参
加
者

を
集
い
た
い
と
、
高
橋
芳
夫
校
長
は

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

4

生涯学習コーナー

生
涯
学
習
予
定
表
９月９月

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
寿
大
学

「
県
内
視
察
」

・
か
た
し
な
婦
人
カ
レ
ッ
ジ

「
県
内
視
察
」

・
第
六
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ

☆
社
会
体
育
関
係

・
第
四
十
四
回
村
民
運
動
会

・
第
三
十
九
回
郡
民
体
育
大
会

（
弓
道
会
場
）

☆
学
校
関
係

◆
片
小
・
秋
季
大
運
動
会

◆
北
小
・
地
区
と
合
同
の
秋
季
大
運

動
会

◆
南
小
・
地
区
と
合
同
の
秋
季
大
運

動
会

◆
武
小
・
地
区
と
合
同
の
秋
季
大
運

動
会

・
全
校
遠
足

◆
片
中
・
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

な
ど
を
招
待
し
て
の
秋
季

大
運
動
会

※
詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
後

日
担
当
者
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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~
~
~
~
~
~
~
~
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~

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ

白
根
山
ハ
イ
キ
ン
グ

挨
拶
の
で
き
る
子
84
％

〜
片
小
挨
拶
運
動
〜

水
泳
教
室
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

平
成
十
四
年
一
月
の
成
人
式
の

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
、
一
度
し
か
な
い
成

人
式
と
い
う
儀
式
を
自
分
た
ち
の

力
で
運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
一
回
の
実
行
委
員
会
は
、
秋

に
予
定
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員

を
や
っ
て
み
た
い
人
は
、
八
月
末

日
ま
で
に
教
育
委
員
会
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
（
58
）
２
１
１
１(

内
線
70)

平
成
十
四
年

片
品
村
成
人
式

実
行
委
員
募
集



役
場
で
は
こ
の
ほ
ど
、
片
品
村
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
検
討
委
員
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
役
場
内
の
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
村
民
に
対
す
る
情
報
サ

ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
等

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
情
報
公
開
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
住
民
参
加
等
に
つ
い

て
意
見
を
聞
く
会
議
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
意
見
等
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

九
月
十
八
日
（
火
）

午
後
七
時
〜

場
　
所

役
場
二
階
会
議
室

申
込
み
期
限

八
月
三
十
一
日
（
金
）

申
込
み
方
法

役
場
総
務
課
企
画
係

へ
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い

定
　
員

先
着
二
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
り
）

問
合
せ
先

総
務
課
企
画
係
（
内
線
18
）

九
月
九
日
の
「
救
急
の
日
」
に
ち

な
み
、
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の

普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
突

然
の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
た
時

に
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
良
い

か
、
正
し
い
知
識
と
技
術
を
よ
り
多

く
の
方
に
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

九
月
九
日
（
日
）

「
救
急
の
日
」

午
前
九
時
〜
十
二
時

受
付
　
午
前
八
時
三
〇
分

場
　
所

東
消
防
署
会
議
室

定
　
員

三
〇
名
（
先
着
順
）

講
習
内
容

応
急
手
当
の
重
要
性
や

そ
の
必
要
性
、
心
肺
蘇
生
法
、
止

血
法
等
に
つ
い
て

受
講
料

無
料

申
込
み
・
問
合
せ
先

東
消
防
署
　
1
（
56
）
２
３
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
56
）
２
３
４
０

そ
の
他

地
区
単
位
、
事
業
所
単
位

等
で
の
普
通
救
命
講
習
も
随
時
、

受
付
け
中
で
す

個
人
や
事
業
所
等
が
所
有
し
て
い

る
家
屋
等
に
で
き
た
蜂
の
巣
に
つ
い

て
は
、
そ
の
所
有
者
が
駆
除
す
る
か
、

専
門
業
者
へ
依
頼
し
駆
除
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
老
人
世
帯
・
母
子
家
庭
の

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
に
て

駆
除
を
行
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
で
行
う
場
合
、
東
消

防
署
で
駆
除
用
の
服
の
貸
出
し
を
、

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
借
り

た
い
場
合
は
東
消
防
署
へ
問
合
せ
て

く
だ
さ
い
。
1
（
56
）
２
３
０
０

日
　
時

九
月
八
日
（
土
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

場
　
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

内
　
容

○
特
別
講
演
「
小
児
救
急
医
療
体
制

の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
」

○
救
急
医
療
に
関
す
る
講
演
・
体
験

等
の
意
見
発
表

○
高
規
格
救
急
車
展
示
・
地
震
体
験

問
合
せ
先

国
立
沼
田
病
院

1
（
23
）
２
１
８
１

警
察
で
は
、「
行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
」
を
開
設
し
、
行
方
不

明
者
の
発
見
・
保
護
及
び
身
元
不
明

死
体
の
身
元
確
認
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ま
す
。

開
設
日

八
月
七
日(

火)

〜
三
十
一
日(

金)

(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

開
設
場
所

群
馬
県
警
察
本
部
鑑
識
課

(

群
馬
県
警
察
鑑
識
科
学
セ
ン
タ

ー
内)

テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
開
設

八
月
中(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

は

テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
も
相
談
を

受
け
ま
す
。

1
０
２
７(

２
５
３)

９
０
９
５

情
報
化
施
策
に
つ
い
て

意
見
聴
取
会

普
通
救
命

講
習
会

蜂
の
巣
の

駆
除
に
つ
い
て

群
馬
県
救
急
医
療

懇
　
談
　
会

行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所

7
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公的年金は世代と世代の
支え合いです

公的年金制度は、若い世代が高齢世代を支える

「世代と世代の支え合い」のしくみでできています。

みんなで保険料を出し合って親の世代の人たちを支

え、自分たちの老後は子供達が支えてくれるのです。

このようなしくみになっているため、未加入で保険

料を納めていないでいると自分だけでなく、多くの

人たちに迷惑をかけることになります。

みんなのために、そして、あなた自身の将来のた

めにも、きちんと加入手続きをして、忘れずに保険

料を納めましょう。

国民健康保険税

村 県 民 税

国民年金保険料

納期は８月31日です

５　期

２　期

８月分

今月の納期は

国民健康保険（国保）に加入・脱退すると

きには14日以内に保健課窓口への届け出が

必要です。届け出が遅れると、届け出日から

加入日までの国保税をさかのぼって納入する

ことになります。

また、職場の健康保険などに加入したとき

は、国保を脱退する届け出が必要です。届け

出をしないと、国保と職場の健康保険に二重

に保険税を支払うことになったり、医療費を

返還することになったりします。

届け出に必要なもの

◎ 国保に加入するとき

会社が出す離脱証明書・家族が国保に加入

していればその国民健康保険証・印鑑

◎ 国保を脱退するとき

社会保険証・国民健康保険証・印鑑

国国国国保保保保のののの加加加加入入入入とととと脱脱脱脱退退退退はははは

11114444日日日日以以以以内内内内にににに届届届届けけけけ出出出出をををを

な
べ
に
こ
び
り

つ
い
た
汚
れ
は
、

時
間
が
た
つ
ほ
ど

落
ち
に
く
く
な
り

ま
す
。
使
っ
た
な

べ
は
す
ぐ
に
洗
う

こ
と
が
大
切
。
ま

た
、
材
質
に
応
じ

た
洗
い
方
を
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
な
べ
の
材
質
や

特
徴
を
知
っ
た
上
で
扱
う

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
ミ
な
べ
は
、
ス
チ

ー
ル
ウ
ー
ル
な
ど
で
洗
え

ま
す
。
た
だ
し
ア
ル
ミ
の

表
面
を
処
理
し
た
ア
ル
マ

イ
ト
の
場
合
は
、
皮
膜
が

傷
つ
か
な
い
よ
う
に
ス
ポ

ン
ジ
で
。
ほ
う
ろ
う
な
べ

も
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
ス
ポ
ン

ジ
で
洗
い
ま
す
。

ス
テ
ン
レ
ス
な
べ
は
丈

夫
で
す
が
傷
が
目
立
ち
や

す
い
の
で
普
段
は
ス
ポ
ン
ジ
で
洗

い
、
が
ん
こ
な
汚
れ
は
ス
チ
ー
ル

ウ
ー
ル
で
円
を
描
く
よ
う
に
優
し

く
洗
い
ま
す
。

鉄
な
べ
も
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
で

洗
え
ま
す
が
、
こ
げ
つ
い
た
と
き

に
は
水
を
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
こ

げ
た
部
分
を
や
わ
ら
か
く
し
て
、

ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
り
ま
し
ょ
う
。

い
ず
れ
の
な
べ
も
、
こ
げ
つ
い

て
し
ま
っ
た
と
き
に
、
い
き
な
り

水
を
か
け
た
り
無
理
に
こ
げ
を
は

が
そ
う
と
し
た
り
す
る
と
、
な
べ

が
傷
む
原
因
に
な
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

ア
ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
ほ
う

ろ
う
な
べ
の
場
合
、
水
を
張
っ
て

お
く
と
小
一
時
間
で
こ
げ
が
浮
い

て
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
取
れ
な
い

と
き
は
、
酢
を
混
ぜ
た
水
を
な
べ

に
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
こ
げ

つ
い
た
部
分
が
や
わ
ら
か
く

な
る
ま
で
煮
立
た
せ
、
冷
め

た
ら
湯
を
捨
て
、
こ
げ
を
こ

す
っ
て
落
と
し
ま
す
。

な
べ
は
水
分
を
残
さ
ず
に

収
納
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
水
気
が
残
っ
て
い
る
と
、

た
と
え
ス
テ
ン
レ
ス
で
も
重

ね
て
収
納
し
た
な
べ
の
接
触

部
分
に
さ
び
が
浮
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
さ
び
を
防
ぐ
に

は
、
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

伏
せ
た
状
態
で
し
ま
う
か
、

フ
ッ
ク
な
ど
に
つ
り
下
げ
る
方
法

が
い
い
で
し
ょ
う
。

鉄
な
べ
は
火
に
か
け
て
乾
か

し
、
薄
く
油
を
塗
っ
て
か
ら
収
納

す
る
と
さ
び
止
め
に
効
果
的
で

す
。

材質に応じた洗い方で

なべの手入れ

6
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妊娠５ヶ月の頃から
女の子と言われていた
ので、名前の本を参考
にしたり、インターネ
ットで検索したりとい
ろいろ考えていました
が、最終的には自分達
で決めました。命名の
理由は「夏」に生まれ
た大切な我が家の「妃」
おひめさまです。

将来どんな人になってほしいですか
将来は、産まれた日

にちなんで、ハートの
温かい、誰からも愛さ
れるような、素直でや
さしい子に育ってほし
いと思っています。そ
して何より、健康であ
りますように。

ちゃん（H12．８．10生）

笠原利二・早苗 さん（鎌田）のお子さん

命名

人口と世帯(平成13年７月１日現在)世帯数 1,797世帯(＋３) 男 3,034人( ０) 女3,135人(＋３) 計6,169人(＋３)

フレッシュ・ヤング No.77

夏 妃

人に喜びをあたえら
れる子になってほしい
と思います。

将来どんな人になってほしいですか
人に迷惑をかけず、

思いやりさえもってく
れれば、慶太に任せた
いと思います。

くん（H12．８．６生）

星野博司・あや子 さん（花咲）のお子さん

命名 慶 太
星 野 佳 幸さ

ん 東小川（19才）

お
め
で
た
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笠
原
　
　
学
　
女
　
初
　
菜
　
越
　
本

宮
田
　
利
文
　
男
　
真
　
咲
　
東
小
川

宮
田
　
　
清
　
男
　
将
　
樹
　
花
　
咲

萩
原
久
美
子
　
女
　
ゆ
　
に
　
戸
　
倉

狩
野
　
雄
志
　
女
　
志
　
帆
　
東
小
川

田
邊
　
明
宏
　
女
　
茉
　
由
　
土
　
出

星
野
　
　
誠
　
女
　
美
　
空
　
須
賀
川

萩
原
　
新
也
　
男
　
悠
　
己
　
戸
　
倉

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
十
組

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
三
人

○
保
坂
　
壮
義

栃
木
県

萩
原
あ
ゆ
み

土
　
出

○
須
田
　
文
夫

吾
妻
町

星
野
　
吉
美

花
　
咲

○
井
上
　
恭
二

御
座
入

池
田
　
美
里

月
夜
野
町

○
水
野
　
　
穣

東
京
都

大
竹
由
美
子

越
　
本

○
星
野
　
佳
久

須
賀
川

廣
瀬
　
幸
代

栃
木
県

○
富
澤
　
健
一

高
崎
市

鈴
木
　
瑠
美

東
小
川

○
星
野
　
道
成

須
賀
川

土
屋
亜
希
子

沼
田
市

○
木
村
　
茂
美

前
橋
市

星
野
ち
は
る

東
小
川

星
野
勇
太
郎

東
小
川

○
石
倉
笑
美
子

埼
玉
県

(

○
小
見
山
智
宏

静
岡
県

星
野
　
百
恵

鎌
　
田

(

((((((((

笠
原
　
一
成
　
六
五
歳

越
　
本

星
野
　
光
也
　
七
八
歳

東
小
川

星
野
ふ
く
子
　
八
九
歳

東
小
川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
八
人

六
月
二
十
日
〜
七
月
十
九
日

■両親の名前：道夫・一子

■職業は何ですか：団体職員（片品農協）

■趣味は何ですか：スノーボードと音楽鑑賞です。

■片品をどう思いますか：台風や地震などの大きな災

害もなく、緑に囲まれた良い村だと思います。また、

風土を活かし、夏はスポーツ合宿や登山、冬はウィ

ンタースポーツ中心に、特色を生かした住み良い村

だと思います。これからも、もっともっと発展して

ほしいと思います。

■好きな異性のタイプ：趣味が合い、一緒にいて楽し

い人です。
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